
平和を紡ぐ1000人の女性たち
京都展

―「平和」なしに、「女性」なしに、「環境」は語れない―

【会期】2009年5月 24日（日）～6月7日（日）9:00～21:00 
【場所】京大サロン（京都大学百周年時計台記念館１F）

※入場無料

■主催・企画：京都大学環境保全センター
■共催：日本環境保護国際交流会（J.E.E.）、「1000 Peace Women」日本語版翻訳プロジェクト、
(株)金曜日（『もうひとつのノーベル平和賞―平和をつむぐ１０００人の女性たち』出版元）

===サテライト展示 及び 歌とトークのイベント===
同じ会期中に、京都大学内レストラン『カンフォーラ』において、上記写真カードの一部（72
枚）の展示を行うと同時に、6月1日に、歌とトークのイベントを実施します。

歌とトークのイベント
■場所：京都大学カンフォーラ（正門横レストラン）店内
■日時：2009年6月1日（月）15:00-17:00
■内容：1000人の女性にもあげられた横井久美子さん（シンガーソングライ
ター）と、京都で自然に優しいコンサートを行う秋人さん（シンガーソングライ
ター）、共催団体メンバー、そして来場者により、各活動の紹介や平和・環境問
題に関するトークを行います。横井さん、秋人さんには、歌も披露して頂きます。
■原則事前申込（ただし、当日も定員まで受け付けます）
①お名前、②連絡先、③メッセージ、ききたいことなど をお書き頂き、メール
（misuzuasari@eprc.kyoto-u.ac.jp）もしくは、FAX（075-753-7710）して下さい

2003年スイスにて「ノーベル平和賞に1000人の女性を」という市民プロジェクトが立ち上がりました．
献身的に身の危険を顧みず平和の実現や地球環境保全に向けて活動を続けている草の根の女性たちの貢献．

彼女達を目に見える形で称え、国際的な関心を喚起することを目的として、世界中から選ばれた1000人の女性．
彼女達の個性が伝わる1000枚のカラフルな顔写真カードは国境を越えてパワーを与えてくれます．



横井久美子（シンガーソングライター）
行動するシンガーソングライターとしてさまざまな現場にでか
け、歌を必要とする人のもとに歌を届ける。国内をはじめ、ベ
トナム、南アフリカ、ニカラグア、アイルランドなどを訪問。
すでに100万人以上の人々の前で歌っている。女性・母親の視
点で社会を直視した、歌の内容も幅広い。名古屋市出身。国立
音楽大学声楽科卒。

歌とトークのイベント ゲスト

2003年スイスにて「2005年ノーベル平和賞に1000人の女性を」という市民プロ
ジェクトが立ち上がりました。そこには、献身的に身の危険を顧みず平和の実現や
地球環境保全に向けて活動を続けている草の根の女性たちの貢献を目に見える形で
称え、国際的な関心を喚起したいとの想いがこめられていました。

そして、世界中から1,000人の女性が選ばれました。日本からは6人が入っています。
残念ながら受賞は逃したものの、それで終わらせず、スイスにて、彼女達を紹介す
る1000枚のカラフルな顔写真カードが作られ、それを美しく並べた展覧会も開催さ
れました。また『1000PeaceWomen Across the Globe』という彼女達の活動紹介の
本も非営利出版されました。

日本の市民団体はその志を受けて、この1000人の女性を日本でも紹介しようと、こ
れまで全国数ケ所で、写真カードや資料を並べて展示会を開き、日本語版翻訳プロ
ジェクトも発足させてきました。そして2008年12月末には、3年におよぶ翻訳、精
査、監修作業の結果、ついに日本語版「もうひとつのノーベル平和賞―平和を紡ぐ
1000人の女性たち」が発行されました。

今も世界は争いが絶えず、地球環境問題とも複雑に絡み、平和とは程遠い状況が続
いていますが、人々の小さな力の結集が平和を生み出す希望そのものだと改めて思
います。この写真カードを見て、本をひも解いていただいて、国際平和のための地
球規模のネットワークのために、すこしでも役立てばと思います。

本展開催にあたって

主催・共催団体の問合せ先
♪京都大学環境保全センター（浅利美鈴）

misuzuasari@eprc.kyoto-u.ac.jp FAX：075-753-7710
♪日本環境保護国際交流会（J.E.E.）（細木京子） info@jeeeco@org
♪ 「1000 Peace Women」日本語版翻訳プロジェクト（青山薫）kaoru@jca.apc.org

秋人（シンガーソングライター）
自然に優しい生活を提案するコンサート「Live! Do You 
Kyoto?」の開催を呼びかけ、 2008年に京都市の円山音楽堂に
て実現。2009年は開催日を5月10日「母の日」とし、母なる地
球を守るという想いをより強く伝えることにした。音楽の力を
信じ、きいている人と一緒に、環境への取り組みを進めたいと
いう姿勢に、新たな賛同者が増えている。京都出身。


